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令和2年度 東松島市生活支援体制整備事業上半期状況について

地域 計画 実施内容（上半期） 成果 課題 下半期の取り組み
・地区⾃治会と地域福祉活動者（保健推進員、⺠
生委員等）の連携状況を知るための情報交換会を
実施

・赤井地域第２層協議体 ３回実施
・赤井地区⾃治協議会福祉部会が主催、協議体が共催で全
10⾃治会において意見交換会を実施した。
（⾃治会役員、⺠生委員、社協職員等が参加）

・宮城県生活支援コーディネーター養成研修へ協議体のメ
ンバー５名が受講した。

・⾃治協議会福祉部会と第２層協議体が連携し意見交換会を実施すること
ができた。
・各⾃治会の役員や保健推進員、⺠生委員、ボランティア実践者の関係性
や⾃治会におけるそれぞれの役割と活動の現状を把握することができた。
・⾃治会と⺠生委員が連携している⾃治会が多いことが分かった。

・⾃治会の役員である保健推進員は、⾃治会事業の協力はできている
が、保健推進員としての役割が理解されていない。
・⾃治会と⺠生委員の連携が取れている⾃治会が多い反⾯、⺠生委員の
必要性を理解していない⾃治会や、連携が上手く取れていない地域もあ
る。

・意見交換会の内容を第2層協議体で共有し、⾃治会
毎の現状や課題を整理する。
・支え合い活動の理解を深めるため赤井地域におけ
る支え合い研修会を⾃治会役員、協議体メンバー対
象に開催する。

・地域活動に出向き、高齢者の現状と課題の可視
化と具体的な活動に関する協議の実施

・協議体メンバー、福祉部会員と赤井全10⾃治会を訪問
し、保健福祉に関わる役員と活動内容等についての意見交
換を実施。

・意見交換会に参加することにより、協議体の活動を知ってもらうととも
に、参加者との顔の見える関係づくりができた。
・全10⾃治会の活動状況を知ることができた。

・意見交換会で得られた情報については、地域役員の役割について知る
事が出来たが、高齢者の現状と課題の可視化までは至っていない。
・協議体での具体的な活動については、情報交換会への参加にとどまっ
ている

・１０月から２巡目の意見交換会を実施する予定。
その中で高齢者の現状と課題について協議する。

・支え合いに関する情報交換と地域活動の啓発 ・大曲地域第２層協議体 5回実施
・地域サロン活動およびフレイル予防啓発チラシを安心づ
くり事業部で作成し大曲地域全世帯に配布した。
・安心づくり事業部(協議体）において各地区の活動状況を
報告⾃治会活動の情報の共有を行った。

・⾃治会ごとの地域支え合い活動に関する取り組み状況を把握することが
できた。
・チラシを全⼾に配布することにより安心づくり事業部の活動を知っても
らうことができた。

・地域支え合い活動（生活支援体制整備事業)について、⾃治会の取組み
として進めていく方向で安心づくり事業部では共通認識しているが、一
部⾃治会では安心づくり事業部事業であると考えており認識に違いがあ
る。

・安心づくり事業部のメンバーを中心に⾃治会事の
話し合いの場を設ける。

・活動の質向上を目的とした情報交換 ・宮城県生活支援コーディネーター養成研修１に３名が受
講した。

・地域支え合い活動における生活支援コーディネーターの役割や具体的な
活動方法について理解することができた。

・安心づくり事業部が話し合っている地域支え合い活動についての理解
が不十分で協力体制がとれていない地区がある。

大曲地域における支え合い研修会を⾃治会役員と安
心づくり事業部メンバーを対象に開催する。

・野蒜地域協議体の構成員と、地域資源
（ひと・もの・情報）やニーズを把握し、
 必要とされる資源は開発する。

・7、８、9月に野蒜地域協議体の会議を開催。生活支援
 体制整備事業について社会参加、介護予防、生活支援
 をキーワードに協議体構成員の理解の増進を図った。

・協議体構成員が地域のニーズ（児童用マスクの不足）
 を把握し、ニーズの充足させるためのコーディネー
 トを行いマスクづくりが実現した。

・生活支援体制整備事業についての理解を深める働きかけはでき
 たが、そこから地域資源とニーズの把握（調査）を行う段階ま
 では至らなかった。

・協議体の会議の場で地域資源とニーズの把握を
 行う。

・地域支え合い活動の事例発表会や、地域
 資源一覧表の更新による地域資源の周
 知・啓発する。

・地域支え合い活動に資する地域資源について、地域ア
 セスメントシートにまとめた。

・野蒜地域の地域支え合い活動に寄与するひと、
 もの、ことなどについて整理することが出来た。

・把握した地域資源を生かしてニーズに対応するためにも、地域
 住⺠への支え合い活動についての啓発が必要。

・協議体構成員と地域支え合い活動の周知・開発
 を行う。

・移動についての現状を把握する ・百歳体操等のサロン活動へ訪問参加者の会場までの移動
手段を把握した。
・裏沢地区センターの改修工事に伴う会場の変更に伴い、
市と社協で移送サービスを実施した。

・百歳体操の活動状況、参加状況の把握ができた。

・裏沢地区の百歳体操を継続して実施することができた。

・サロン会活動に参加していない高齢者の移動に関する現状の把握が十
分できていない。

・⺠生委員や地域包括支援センターと連携し、個別
事例を通じた移動に関する情報収集をおこなう

・地域活動者、キーパーソンの把握 ・塩入地区に「塩入シニアの会」が発足し、立ち上げ時に
コーディネーターが地域支え合い活動(生活支援体制整備事
業等)について説明を実施した。
・サロン活動に訪問し、世話人などのメンバーの把握をお
こなった。

・塩入地区では、シニアの会の中心に活動をしているメンバーを把握する
ことができた。

・⺠生委員やサロンの世話人については把握できたが、それ以外で見守
り等をおこなっている活動者については把握できていない。

・継続して地域活動の場⾯へ訪問し、情報収集をお
こなう。

・地域キーパーソンと福祉関係者の情報共有機会
の創出

・協議体準備会再開に向け、介護事業所関係者と協議体が
目指す地域づくりについて情報共有を行った。

・大塩地域における福祉施設や事業所の役割や協力体制について確認する
ことができた。

・大塩地域にある福祉施設や介護事業所と地域住⺠が一体となって“支え
合いの地域づくり”を考える場が必要。

・福祉施設や介護事業所の地域に対する考えについ
て調査する。

地域キーパーソンの可視化
・ボランティア団体の活動状況の聞き取り調査の実施
・地域サロン活動への訪問による活動状況と人材の把握

・ボランティア団体やサロン活動の世話人などの把握とその方々との関係
を築くことができた。

・社会参加している人、活動している人については関係性を築くことが
出来ているが、通いの場等に参加していない高齢者の生活状況について
の把握ができていない。

・地域包括支援センターとの連携による個別共有を
通じたニーズ把握

・地域内⺠生委員の情報交換の場の設置 ・⽮本東地区⺠生委員・児童委員会議への参加（２回） ・⽮本東⼩学区の⺠生委員の会議状況を把握することができた。
・⺠生委員の人数が多く、学区別の会議を実施しても連絡事項の共有ま
でしかできておらず、深い情報交換ができていない

・個々の⺠生委員から、⺠生委員活動に関する思い
や悩みごとの聞き取りをおこなう。

・既存組織と連携した情報共有の場の設置 ・⽮本東まちづくり協議会保健福祉部会への参加
・⽮本東地区の保健福祉部会の開催状況と事業内容について把握する事が
できた。

・保健福祉部会においては、ウォーキング、体操のイベント等、計画に
ある事業についての協議が主になっている。

・まちづくり協議会福祉部会員の思いについて、情
報収集をおこなう。

⽮本東
（担当 眞籠）

赤井
（担当 本田）

大曲
（担当 本田）

大塩
（担当 本田）

野蒜
（担当 渡辺）



令和2年度 東松島市生活支援体制整備事業上半期状況について

地域 計画 実施内容（上半期） 成果 課題 下半期の取り組み

・地域キーパーソン及び地域状況の可視化
・地域サロンへの訪問及び社協支部⻑宅を訪問、地域活動
の把握

・⺠生委員や地域サロン活動世話役等の地域福祉活動者との関係づくりが
できた

・⾃治会によっては、深く入れていない⾃治会地域もあり、把握する状
況に差が出ている。
・サロン活動世話役等の関係者、⺠生委員の関係性の把握が不十分

・継続して地域への訪問を通じた関係づくり
・⺠生委員、サロン活動世話人等の関係者の思い、
考えの把握と整理

・地区⺠生委員・児童委員の情報交換の場の設置
・⽮本⻄地域⺠生委員情報交換会へ参加
・地域包括支援センターと一緒に個別ケースへ関わった

・⺠生委員から個別ケースに関する 相談を受ける機会が前年度と⽐べて
増えた

・個別の相談に関して、生活支援コーディネーターとしてどこまで介入
するのかが明確ではない。

・専門機関との連携の在り方に関するすり合わせを
社協で主催する多職種連携会議でおこなう。

・新道町内会⾃治会での住⺠支え合いマップ作り
を支援する。

・新道町内会⾃治会主催の高齢者見守り情報交換会の場で
マップづくりについて説明を行った。

・地域での見守り活動の取組状況を把握できたが、マップ作りに関して
は、マップ作りに対する認識にくい違いがあり作成を断念した。

・マップ作りとは違う方法で、新道町内会⾃治会の地域支え合い活動を
充実させる働きかけ方の検討が必要。

・⾃治会での支え合い活動を可視化する資料を作成
して、集いの場づくりと見守り活動に加え、生活支
援を検討するきっかけ作りを行う。

・地域支え合い活動の事例発表会や、地域資源一
覧表の更新による地域資源の周知・啓発する。

・地域支え合い活動に資する地域資源について、地域アセ
スメントシートにまとめた。

・⼩野地域の地域支え合い活動に寄与するひと、もの、ことなどについて
整理することが出来た。

・把握した地域資源が、地域支え合い活動に寄与するためには、より細
かい⾃治会単位での地域資源の把握が必要。

・機会を捉えて⾃治会単位での地域資源の把握を行
う。

・宮⼾コミュニティ推進協議会の専門部会【福祉
文教委員会】への参画

・専門部会への参画に先立ち、宮⼾コミュニティ推進協議
会の活動内容を把握するため、大浜台で高齢者を対象に開
催された映画上映会の状況を確認した。

・宮⼾コミュニティ推進協議会が市⺠センターまで来れない高齢者を対象
に、孤立防止対策などを目的に 映画上映会を行っている状況を確認でき
た。

・宮⼾コミュニティ推進協議会の活動の一旦を知ることが出来たが、専
門部会【福祉文教委員会】への参画ができていない。

・【福祉文教委員会】への参画の可否について、宮
⼾コミュニティ推進協議会の櫻井会⻑から聞き取り
を行い、最適な関わり方を検討する。

・⺠生委員・児童委員並びに保健推進員との情報
交換会の実施

情報交換会の実施には至っていない。 上半期未着手。
・⺠生委員・児童委員は把握しているが、保健推進員へのアプローチが
出来ていない。

・⺠生委員・児童委員や保健推進員一人ひとりから
地域状況の聞き取りを行い、情報交換会開催の適否
について検討する。

については協議体設置地域

⼩野
（担当 渡辺）

宮⼾
（担当 渡辺）

⽮本⻄
（担当 眞籠）



東松島市生活支援体制整備事業 令和 2 年度 第 1 回地域支え合い推進委員会意見集約表 
分類 意見 現状の取り組み状況 課題、今後の方向性 

①地域資源の整理 ・地域資源の整理方法について（取り組まなければならない

事と、求められている事の整理） 

・現状については、地域アセスメントを実施している状

況。また、個別の事例に関わりながら、地域と専門職の

つなぎをしている。 

・取り組まなければならない事、求められている事の整

理までは至っておらず、整理方法についても定まってい

ない状況。具体的な整理方法については、今後検討して

きたい。 

②協議体の役割 ・第２層の在り方として、地域情報を集約できるイメージ 

・包括ケア推進会議、第１層会議、第２層会議の役割の明確

化と会議体間の連携の在り方の共有 

・⾃治会、まち協、市⺠センター、⺠生委員で連携のとれる仕

組みづくり 

・第２層の協議状況については、現在、赤井、大曲、大

塩、野蒜で協議体設置。矢本東で準備会を設置し、地域

内の関係者間の連携の場としての情報共有を実施して

いる。 

・コーディネーターが地域のそれぞれの団体関係者と関

わり、関係づくりをしている 

・第 2 層については、地域ごとに協議体の運営方法につ

いても特徴がある。その中で、共通している部分は情報

共有と連携の場という事であり、その中で地域情報を集

約するという部分までは至っていない。 

今後は会議体の役割や期待される機能について、12 月

に研修会を開催する予定。 

③情報の共有 ・ネットワークづくりのための情報共有方法の検討（情報共

有シートの作成） 

・高齢者だけでなく、地域生活を送る上での困っている方へ

の支援の在り方と共有方法 

・新型コロナウイルスの影響に伴う活動状況の発信方法につ

いて（ラジオ等の活用） 

・市⺠センターだよりなどでの情報の発信 

・情報共有シートの作成については、現在他市町の実施

状況について研究している状況。 

 

 

・新型コロナウイルスの影響による、サロン活動の状況

については、百歳体操瓦版や社協だよりなどを通じて情

報を発信。 

・物覚え活性化教室の開催などについては、市⺠センタ

ーにも協力をもらい、情報発信した。 

・地域包括支援センター等と地域ケア会議の進め方な

どについて、今後検討していく予定。その中で、情報共

有シート、情報共有の方法についても検討する予定。 

④資質向上 ・地域組織化の際の組織論、教育論、社会学、心理学などの専

門知識の取得 

・ＰＤＣＡサイクルを意識した活動 

・宮城県生活支援コーディネーター養成研修を第２層協

議体メンバーと受講し、質の向上を図った。 

・12 月 10 ⽇〜11 ⽇にかけ、全国コミュニティライフ

サポートセンターの協力のもと、地域支え合い研修会を

開催 



令和 2 年度生活支援体制整備事業地域支え合い研修会について 
 

目的 
 市内で生活支援体制整備事業を進めるに辺り、生活支援体制整備事業の根幹である地域支え合いの重
要性と⽇常生活の中で、支え合いが実践されている事に気づく機会として開催するもの。 

また、現在第 2 層協議体が設置されている地域の（赤井地域と大曲地域）において、活動を実践して
いる組織や個人が、それぞれの役割や立場の違いについて理解を深め、地域福祉に関する連携・協働の
基盤を作る事を目的とする。 
 
⽇時及び場所 

 令和２年１２月１０⽇（⽊） １４：００〜１６：００ 赤井市⺠センター 
                １８：３０〜２０：３０ 大曲市⺠センター 

１１⽇（⾦） １０：００〜１２：００ 大曲市⺠センター 
 
主催 東松島市社会福祉協議会 
 
共催 東松島市地域支え合い推進委員会 
   赤井地区⾃治協議会 大曲まちづくり協議会（依頼予定） 
 
講師 ご近所福祉クリエーター 酒井保氏（下記プロフィールのとおり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研修詳細については別紙の通り 
 
 



令和 2 年度生活支援体制整備事業 地域支え合い研修会開催（案） 
⽇ 程 令和２年１2 月 10 ⽇（⽊）〜12 月 11 ⽇（⾦） 
講 師 ご近所福祉クリエーター 酒井保氏  
協 力 全国コミュニティライフサポートセンター 

対象 ⽇時 対象者 目的 内容 
赤井 12 月 10 ⽇(⽊) 

14：00〜16：00 
赤 井地域 協議 体
メンバー 
赤 井地区 ⾃治 協
議会役員 
70 名程度 

地域⾃治会と地域活動者とのつながりについての
連携・意見のすり合わせ 
地域生活を継続するために、地域の中での「支え合
い」についてお互いの立場で共有する。 

・講話とグループワーク 
「地域支え合いと各団体、組織、個人の役割（仮）」
をテーマに講話。それぞれの立場で出来そうなこと、
やってみたいことを共有する。 
※赤井地区⾃治協議会共催 

大曲 12 月 10 ⽇(⽊) 
18：30〜20：30 

大 曲安心 づく り
事業部メンバー 
各⾃治会役員等 
70 名程度 

大曲地域の安心づくり事業部の活動、協議内容につ
いて、現在の安心づくり事業部の活動内容の振り返
り。今後、地域生活支援を展開していくための視点
について、安心づくり事業部及び⾃治協議会に関わ
っている人と共有し活動につなげるヒントを得る。 

・講話とグループワーク 
「地域支え合いと各団体、組織、個人の役割（仮）」
をテーマに講話。それぞれの立場で出来そうなこと、
やってみたいことを共有する。 
※大曲まちづくり協議会共催 

全域 
 

12 月 11 ⽇（⾦） 
10：00〜12：00 

第１層メンバー、
市内第 2 層協議
体 及び準 備会 メ
ンバー 
（赤井、大曲、野
蒜、矢本東、大塩） 
70 名程度 

第１層及び第２層の協議体の役割について、協議体
メンバー間で理解を深め、他地域との連携が促進さ
れる事を目的とする。また、他地域の協議体メンバ
ーと情報交換する事で、互いの協議体活動のヒント
を探る。 

・本物の「支え」「合い」活動づくり 5 つのポイント 
協議体での協議の際に、意識して欲しいポイントと
しての地域生活支援の視点について講義とワークを
通じて共有する。 
 

 



講師プロフィール 


